
 

神
社
奉
賛
会
・
浜
野
町
内
会
主
催
の
諏
訪
神
社

秋
季
祭
礼
は
令
和
５
年
１
０
月
７
日(

土)

に
宵

祭
り
の
奉
納
演
芸
、
８
日(

日)

は
本
祭
り
で
親

神
輿
、
子
供
神
輿
の
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
元
年
度
は
２
０
１
９
年
台
風
１
９
号
の

接
近
、
上
陸
予
報
に
よ
り
中
止
に
な
り
、
昨
年

度
ま
で
の
３
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
感
染
防
止
対
策
の
た
め
中
止
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
実
に
５
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
各

町
会
・
町 

会
の
方
々
は
久
し
ぶ
り
の
秋
季
祭
礼
を
大
い
に

楽
し
ま
れ
、
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

宮
出
し
・
渡
御 

８
日(

日)

９
時
に
安
全
な
渡
御
を
祈
念
し
神

儀
を
済
ま
せ
た
親
神
輿
、
子
供
神
輿
は
予
定
通

り
９
時
３
０
分
に
宮
出
し
と
な
し
ま
し
た
。 

午
前
中
は
親
神
輿
は
ト
ラ
ッ
ク
、
担
ぎ
手
は

バ
ス
を
利
用
し
、
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
を
渡
御

し
た
後
、
主
に
一
区
を
行
い
ま 

 

し
た
。
今
年
は
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
晴

れ
の
ち
晴
れ
」
へ
の
渡
御
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト

と
併
せ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
各
町

会
の
休
憩
所
で
も
大
い
に
も
て
な
し
さ
れ
、
楽

し
い
渡
御
が
で
き
ま
し
た
。 

午
後
は
主
に
二
区
、
三
区
を
渡
御
し
、
旭
町

町
会
を
出
て
駅
通
り
・
南
・
北
一
・
そ
し
て
柳

町
を
渡
御
。
無
事
予
定
通
り
の
渡
御
を
行
え
ま

し
た
。
各
町
会
で
の
御
仮
所(

休
憩
所)

で
は
嗜

好
を
凝
ら
し
た
も
て
な
し
を
頂
き
、
元
気
な
渡

御
が
で
き
ま
し
た
。 

宮
入
り 

午
後
５
時
２
０
分
、
柳
町
海
で
提
灯
に
灯
が

入
れ
ら
れ
、
神
輿
が
宮
入
り
の
準
備
を
し
ま
し

た
。
各
町
会
は
高
張
り
提
灯
を
掲
げ
宮
入
り
を

見
守
り
、
担
ぎ
手
も
最
後
ま
で
精
一
杯
担
ぎ
通

し
ま
し
た
。 

５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
関
係
者
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
準
備
が
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
無
事
に
祭
事
を
済
ま
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
行
委
員
・
各
町
会
・
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
、
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

令
和
５
年
１
０
月
８
日(

日) 
浜
野
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼 

賑
や
か
に
行
わ
れ
る 

平
成
３
０
年
以
来
５
年
ぶ
り
の
開
催 



諏
訪
神
社
奉
賛
会
・
浜
野
町
内
会
・
浜
野

東
自
治
会
主
催
の
「
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
」

が
宵
祭
り
７
日

(

土

)

、
本
祭
り
８
日

（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

宵

祭

り

（

７

日

）

 

 

１
０
月
７
日
（
土
）
風
も
な
く
穏
や
か
に

御
霊
入
れ
・
奉
納
演
芸
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

諏
訪
神
社
境
内
は
御
霊
入
れ
の
た
め
親
神

輿
の
組
み
立
て
、
奉
納
演
芸
」
の
会
場
づ
く

り
が
淡
々
と
行
わ
れ
、
親
神
輿
は
御
仮
屋
に

移
さ
れ
、
御
霊
入
れ
の
時
を
待
ち
ま
す
。
奉

納
演
芸
は
１
６
時
の
開
演
を
目
途
に
出
演
者

も
集
ま
り
出
し
、
い
よ
い
よ
祭
り
の
始
ま
り

で
す
。
今
年
の
奉
納
演
は
１
６
時
か
ら
開

演
、
御
仮
屋
へ
移
さ
れ
た
親
神
輿
は
１
７
時

３
０
分
に
各
町
会
・
浜
野
東
自
治
会
の
高
張

提
灯
２
２
個
が
整
列
、
「
御
霊
入
れ
」
の
儀

式
が
行
わ
れ
、
絹
垣
に
囲
ま
れ
た
中
で
、
厳

か
に
御
霊
入
れ
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。 

本
祭
・
宮
出
し
（
８
日
） 

８
日
祭
日
の
朝
薄
曇
り
、
風
も
な
く
静
か

な
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
神
輿
の
担
ぎ
手
に
と

っ
て
、
寒
く
も
な
く
、
暑
く
も
な
い
絶
好
の

祭
り
日
と
な
り
ま
し
た
。
９
時
に
渡
御
と
担

ぎ
手
の
安
全
を
祈
り
、
神
事
が
行
わ
れ
い
よ

い
よ
宮
出
し
で
す
。
先
陣
を
切
り
子
供
神
輿

の
宮
出
し
に
続
き
、
親
神
輿
の
宮
出
し
で

す
。
「
囃
子
保
存
会
」
の
笛
と
太
鼓
に
合
わ

せ
、
「
神
輿
愛
好
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
宮

出
し
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
一
日
中
浜
野

町
内
会
、
浜
野
東
自
治
会
の
浜
野
地
区
を
渡

御
、
５
年
ぶ
り
の
神
輿
渡
御
に
威
勢
の
良
い

掛
け
声
が
響
き
わ
た
り
、
久
々
に
賑
わ
い
が

戻
り
ま
し
た
。 

 

宮
入
り 

午
後
五
時
半
、
田
町
町
会
で
提
灯
に
灯
り
が

入
れ
ら
れ
、
神
輿
が
宮
入
り
の
準
備
を
し
ま

し
た
。
５
年
ぶ
り
の
渡
御
も
終
り
を
迎
え
る

準
備
で
提
灯
に
灯
り
が
入
り
、
か
つ
ぎ
手
も

祭
り
の
終
わ
り
を
惜
し
み
な
が
ら
、
最
後
ま

で
精
一
杯
担
ぎ
通
し
ま
し
た
。 



お
蔭
様
で
無
事
に
渡
御
を
済
ま
す
事
が
で

き
ま
し
た
。
実
行
委
員
・
各
町
会
・
各
種
団

体
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

   

  

各
町
会
の
高
張
提
灯 

 

宵
祭
り
・
奉
納
演
芸 

祭
前
夜
の
７
日
（
土
） 

今
年
の
奉
納
演
芸
は
１
６
時
か
ら
開
演
。
歌

唱
、
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ

ク
、
よ
さ
こ
い
等
、
演
目
も
豊
富
で
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
境
内
で
浜
野

町
内
会
青
年
部
が
出
店
し
、
ビ
ー
ル
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
ま
た
、
「
こ
こ
ろ
ふ
る
浜
野
」

さ
ん
も
「
お
か
き
」
を
出
店
す
べ
て
完
売
隣

好
評
で
し
た
。
演
芸
の
あ
と
は
豪
華
景
品

（
デ
ズ
ニ
ィ
ー
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
也
、
焼
肉
）

が
当
た
る
く
じ
引
き
を
行
い
終
演
と
な
り
ま

し
た
。 

丸
太
の
設
営
舞
台
で
「
よ
さ
こ
い
」 

青
年
部
の
売
店 

    


